
新年を迎えて
ISO14001を取得
成蹊音楽祭を開催
桃李の人 （々本多俊之）
成蹊教育のいま（伊藤克容）
大学の近況
中学・高等学校の近況
小学校の近況
学園トピックス
2008年度の就職状況について
成蹊教育を知る

vol.772
2009 Winter広報

2
4
5
6
9
10
12
14
18
19
20

Contents

在
学
中
か
ら
音
楽
活
動
に
熱
中

先
生
の
言
葉
が
励
み
に

本
多 

俊
之

サ
ッ
ク
ス
奏
者
・
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

桃李の
人々

インタビュー

2009年新年のごあいさつ
ISO14001認証を取得／成蹊音楽祭開催

学園創立100周年記念事業が進行中
小学校 新本館

Series 成蹊教育を知る

「
夏
の
学
校
」、そ
れ
は
創
立
期
よ
り
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
き
た
成
蹊
学
園
の
伝
統
的
な
行
事
で
す
。一

九
一二（
明
治
四
十
五
）年
に
開
校
し
た
成
蹊
実
務
学

校
に
は
春・夏
期
休
暇
が
な
く
、そ
の
た
め
通
常
休
暇

と
な
る
七
月
か
ら
九
月
に
お
い
て
も
日
曜
日
を
除
き

勉
学
、労
働
作
業
、見
学
会
な
ど
、普
段
と
変
わ
ら
ぬ

学
校
の
生
活
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
夏
の
学
校

生
活
の
記
録
は
、学
園
創
立
者
中
村
春
二
と
成
蹊
実

務
学
校
生
徒
た
ち
に
よ
り
纏
め
ら
れ
、後
に『
夏
の
学

校
』と
し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。先
に
あ
げ
た
文
章
は

成
蹊
実
務
学
校
一、二
年
の
生
徒
た
ち
に
よ
って
記
録
さ

れ
た
も
の
の一部
で
、こ
れ
か
ら
始
ま
る「
夏
の
学
校
」を

目
前
に
し
た
彼
ら
の
固
い
決
意
が
綴
ら
れ
て
ま
す
。

夏
の
炎
暑
と
い
う
天
与
の
苦
難
を
利
用
し
て
、中
村

春
二
は
特
に
子
ど
も
た
ち
の
心
を
修
養
さ
せ
、肉
体
を

鍛
錬
し
、本
気
に
な
っ
て
奮
闘
努
力
す
る
人
間
を
つ
く

ろ
う
と
試
み
た
の
で
す
。中
村
春
二
の
こ
の
思
い
に
呼
応

す
る
よ
う
に
、生
徒
た
ち
は
与
え
ら
れ
た
課
題
に
つい
て

着
実
勤
勉
に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
労
役
一時
間
の
後
に

は
風
す
ず
し
き
高
台
の
緑
蔭
に
踞
し
て
面
白
い
か
つ
有

益
な
先
生
方
の
物
語
を
聞
き
、午
後
の
お
や
つ
に
味
覚

を
も
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。あ
あ
有

益
な
暮
し
方
を
し
た
も
の
で
あ
る
。海
水
浴
、温
泉
に

行
っ
た
よ
り
ど
れ
だ
け
為
に
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
と
思

っ
た
」な
ど
、『
夏
の
学
校
』に
残
さ
れ
た
記
録
か
ら
は
、

炎
暑
で
の
授
業
な
が
ら
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る

生
徒
た
ち
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
村
春
二
の
提
唱
し
た「
夏
期
休
暇
廃
止
論
」は
、

そ
の
是
非
を
め
ぐ
り
教
育
界
に
お
い
て
物
議
を
醸
し

ま
し
た
が
、そ
れ
に
臆
す
る
こ
と
な
く
独
自
の
教
育

信
念
を
貫
き
、後
に
開
設
さ
れ
た
成
蹊
中
学
校（
旧

制
）、成
蹊
小
学
校
、成
蹊
女
学
校
、成
蹊
実
業
専
門

学
校
で
も「
夏
の
学
校
」を
実
施
し
た
の
で
し
た
。

大
正
末
期
、中
村
春
二
が
逝
去
し
、成
蹊
高
等
学

校（
旧
制
）の
開
設
を
契
機
と
し
て
学
園
で
は
初
と

な
る
夏
期
休
暇
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し「
夏

の
学
校
」は
宿
泊
を
伴
う
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
集
約

し
た
形
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、そ
の
伝
統
の

火
種
は
守
り
通
さ
れ
た
の
で
す
。

現
在
も
成
蹊
小
学
校
、成
蹊
中
学
校
で
実
施
さ
れ

て
い
る「
夏
の
学
校
」は
、創
立
期
の
成
蹊
精
神
を
根

底
に
据
え
な
が
ら
常
に
新
し
い
要
素
を
注
入
し
、普

段
の
学
校
生
活
で
は
味
わ
い
に
く
い
山
や
大
自
然
に

親
し
み
な
が
ら
、師
弟
、あ
る
い
は
生
徒・児
童
同
士
の

人
間
的
交
流
を
深
め
る
場
と
な
って
い
ま
す
。

（
成
蹊
学
園
史
料
館　

露
﨑 

幸
）
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今
日
か
ら
暑
中
休
暇
と
、
よ
そ
の
学
校
の
生
徒
等
は
大
悦
び
で
あ
る
。
避

暑
海
水
浴
温
泉
行
と
洒
落
て
居
る
も
の
も
あ
ろ
う
。
然
し
我
等
は
左
様
な

無
益
な
贅
沢
な
休
暇
は
と
ら
な
い
。
燃
ゆ
る
よ
う
な
三
伏
の
日
も
、
こ
れ

に
打
勝
っ
て
奮
励
勉
強
せ
ん
と
覚
悟
を
し
た
の
だ
。
中
村
先
生
か
ら
こ
の

事
は
よ
く
よ
く
言
い
聞
か
さ
れ
た
。
同
窓
の
友
四
十
二
名
の
心
は
石
よ
り

も
堅
く
覚
悟
さ
れ
た
か
ら
、
ど
う
し
て
こ
の
位
な
暑
に
負
け
る
も
の
か

̶

（写真）右：夏期労働休憩中の講話
　　　左：『夏の学校』大正元年10月10日出版

心の修養、肉体の鍛錬を目指す ̶ 夏の学校̶
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新
年
を
迎
え
て

理事長

岸 曉（きし さとる）

【略歴】
1950年 成蹊高等学校（旧制）卒業
1953年 東京大学経済学部卒業
 株式会社三菱銀行入行
1998年 株式会社東京三菱銀行頭取
1999年 成蹊学園理事
2000年 株式会社東京三菱銀行取締役会長
2002年 成蹊学園理事長
 株式会社東京三菱銀行相談役
 （現・三菱東京 UFJ銀行相談役）
2008年 三菱東京 UFJ銀行特別顧問

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
す
、

　
　

成
蹊
学
園
に
ご
期
待
く
だ
さ
い

さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
明
る

い
お
正
月
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

新
校
舎
が
続
々
と
誕
生
し
た
二
〇
〇
八
年

昨
年
も
学
園
に
と
り
多
事
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。

目
に
見
え
る
変
化
で
一
番
大
き
か
っ
た
の
は
、
何

と
い
っ
て
も
中
学
校
の
校
舎
新
築
に
引
き
続
い
て
、

小
学
校
の
校
舎
が
完
成
し
、
児
童
が
仮
校
舎
か
ら

新
校
舎
に
引
っ
越
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
成
蹊
高

等
学
校
出
身
で
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
世
界
的
に
活

躍
し
て
お
ら
れ
る
設
計
家
の
坂
茂
先
生
と
、
三
菱

地
所
設
計
と
の
共
同
設
計
に
よ
る
、
斬
新
で
ユ

ニ
ー
ク
な
新
校
舎
が
誕
生
し
ま
し
た
。
明
る
い
教

室
に
加
え
て
、
各
ク
ラ
ス
が
広
々
と
し
た
テ
ラ
ス

と
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
て
お
り
、
学
業
は
勿

論
で
す
が
、
休
み
時
間
に
も
児
童
同
士
の
ふ
れ
合

い
、
教
員
と
児
童
の
ふ
れ
合
い
に
生
か
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
、
少
人
数
教
育
に
相
応
し
い

「
場
」
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
こ
の
恵
ま
れ

た
場
を
生
か
し
て
、
教
育
面
で
の
成
果
が
現
れ
る

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

暮
れ
に
は
中
学
校
に
続
い
て
高
等
学
校
の

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
棟
が
完
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
収
ま

る
べ
き
と
こ
ろ
に
収
ま
り
ま
し
た
。
中
学
・
高

等
学
校
間
の
行
き
来
に
配
慮
し
、
中
高
一
貫
教

育
の
理
念
に
で
き
る
だ
け
近
づ
け
る
よ
う
配
慮

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
高
等
学
校
職
員
室
を
従
来

の
学
科
毎
に
独
立
し
た
構
造
か
ら
、
全
教
科
を

一
室
に
集
め
、
そ
の
中
で
学
科
毎
に
区
切
る
構

造
に
改
め
、
全
体
の
意
思
疎
通
を
格
段
に
良
く

し
ま
し
た
。

こ
れ
で
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
建
設
関
係

は
、
た
だ
い
ま
取
り
か
か
っ
て
い
る
本
館
の

耐
震
補
強
と
改
修
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
全

体
レ
イ
ア
ウ
ト
を
若
干
手
直
し
し
、
成
蹊
会
の

事
務
室
が
現
在
の
史
料
館
か
ら
、
新
本
館
三
階

に
移
っ
て
参
り
ま
す
。
学
園
と
成
蹊
会
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に
少
し
で
も
役
立
て

ば
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ハ
ー
ド
の
み
な
ら
ず
、
ソ
フ
ト
面
も
改
革

昨
年
末
、
情
報
図
書
館
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

を
受
賞
し
、
さ
ら
に
権
威
あ
る
建
築
家
協
会
賞
を

受
賞
し
、
こ
れ
も
坂
茂
先
生
と
三
菱
地
所
設
計
の

共
同
設
計
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
の
面
は
日
を
追
っ
て
進

展
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
ソ
フ
ト
の
面
は
一
朝

一
夕
に
は
進
展
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
一
〇
〇

周
年
記
念
事
業
の
進
展
に
伴
い
、
小
学
校
の

少
人
数
教
育
、
中
学
・
高
等
学
校
の
一
貫
教

育
な
ど
教
育
内
容
も
格
段
の
充
実
が
図
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

大
学
で
は
本
年
四
月
か
ら｢

大
学
評
議
会｣

が

最
高
意
思
決
定
機
関
と
学
則
上
明
確
に
位
置
づ

け
ら
れ
、
多
数
決
原
理
も
導
入
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
従
来
学
部
単
位
で
し
か
意
思

統
一
が
図
ら
れ
ず
、
大
学
全
体
の
意
思
決
定
を

図
る
に
は
、
時
間
も
手
間
も
か
か
っ
て
い
た
も

の
が
、
す
っ
き
り
と
意
思
決
定
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
に
格
段
の
進
歩
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

で
二
〇
〇
五
年
以
来
三
菱
総
合
研
究
所
の
コ
ン

サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
な
が
ら
取
り
組
ん
で

き
た｢

ガ
バ
ナ
ン
ス｣

の
問
題
は
大
飛
躍
が
遂
げ

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

二
〇
一
〇
年
か
ら
大
学
で｢

成
蹊
教
養
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム｣

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
四
学
部
共
通
の
、
い
わ
ば
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
で
あ
り
ま
し
て
、
成
蹊
に
も
っ
と
も

相
応
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
り
、
将
来
本
学

の
特
色
と
も
な
る
も
の
で
す
。

ま
た
法
科
大
学
院
は
二
〇
〇
八
年
度
新
司
法

試
験
に
お
い
て
十
七
名
の
合
格
者
を
出
し
、
全

国
の
合
格
率
三
三
％
を
上
回
る
三
八
％
と
な
り
、

特
に
未
修
者
の
合
格
率
は
全
国
私
立
大
学
中

ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

学
園
は
こ
れ
ま
で
も
環
境
問
題
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
は

「
I
S
O
1
4
0
0
1
」
の
認
証
取
得
に
向
け

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
め
で
た
く
認
証
取
得
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
学
園
で
は
文
化
活
動
、
ス

ポ
ー
ツ
も
活
発
で
数
々
の
実
績
を
残
し
ま
し
た
。

「
古
典
」
か
ら
学
ぶ
、
先
人
た
ち
の
知
恵

成
蹊
の
学
生
は
こ
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
環

境
に
恵
ま
れ
、
良
い
教
員
、
良
い
友
人
に
恵
ま

れ
、
の
び
の
び
と
成
長
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
き
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。
フ
ォ
ロ
ー
の
風
の
中
で
は
の
び

の
び
と
そ
の
良
さ
を
生
か
し
て
い
ま
す
が
、
逆

境
に
あ
っ
て
も
そ
れ
を
跳
ね
返
す
だ
け
の
力
を

蓄
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
突
出
し
た
学
生
は

際
立
っ
た
力
を
発
揮
す
る
の
で
す
が
、
平
均
的

な
学
生
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
「
成
蹊
学
園
の

卒
業
生
は
誰
を
見
て
も
歯
ご
た
え
あ
る
若
者
ば

か
り
だ
」
と
い
う
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
私
は
皆
さ
ん
に｢
古
典｣

の
勉
強

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
典
の
勉
強
な
ど
と
い
う
と
、
迂
遠
の
よ
う

に
聞
こ
え
ま
す
が
、｢

古
典｣

に
は｢

知
恵｣
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
知
恵
を
自
分
の
引

き
出
し
に
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
の
底
深

さ
が
ぐ
ん
と
増
す
よ
う
に
思
う
の
で
す
。
ど
の

分
野
に
も
そ
れ
ぞ
れ
古
典
は
あ
る
で
し
ょ
う
し
、

自
分
の
分
野
の
古
典
で
な
く
と
も
、
日
本
に
は

日
本
の
す
ば
ら
し
い
古
典
が
あ
り
ま
す
。
学
生

諸
君
は
自
分
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
天
与
の
も
の

と
思
わ
ず
、
感
謝
し
て
生
か
し
、
自
分
の
力
を

蓄
え
て
く
だ
さ
い
。
本
年
も
諸
君
の
健
闘
を
期

待
し
ま
す
。

皆
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ISO14001の認証を取得しました
成蹊学園は環境保全に真剣に取り組みます

成蹊学園 広報 72号 |

認証の概要
1.  ： 成蹊学園（小学校、中学・高等学校、大学）内に
  おける教育・研究及び関連する諸活動
2.  ： 橋本竹夫 専務理事（環境管理責任者）
3.  ： 日本検査キューエイ（株）

成蹊学園の環境マネジメントシステム（EMS）
学園のEMSは、学園環境委員会を中心に推進しています。
また、「小学校」「中学・高等学校」「大学（経済学部・文学
部・法学部など）」「大学理工学部」「法人」の五つの区域
に区分し、それぞれに「区域環境委員会」を設置しています。
これは、各学校がそれぞれの特性を活かした環境保全にか
かわる諸活動や教育・研究活動を進めるためです。

EMS は、「計画（Plan）、実行（Do）、確認（Check）、見
直し（Action）」（PDCAサイクル）を繰り返すことによって、
継続的な環境改善をめざすものです。今回のISO14001認証
取得は、教職員が一致協力して取り組んできた活動の賜物
であると思います。しかし、この取得がゴールではありません。
今後も内部環境監査、外部審査機関による1年ごとの定期審
査、3年ごとの更新審査に向けて、これからも一層の継続的
改善に努めていかなければなりません。そのためには、学園
に関わる多くの方々、児童・生徒・学生、保護者・卒業生の
皆さま、取引会社の方々などに、ご理解とご協力をいただく
必要があります。
成蹊学園は、小学校から大学院までの教育研究機関が緑
豊かなワンキャンパスで一貫教育の伝統を継承してきた学園
です。環境保全に関してもこうした特長を生かし、成蹊学園
独自の環境保全対策の確立を目指していきます。今後とも皆
さまのご理解、ご支援のほどよろしくお願いいたします。

（成蹊学園環境委員会）

ISO14001とは？

環境負荷を低減し、持続可能な社会をつくるための国際規格で、国際標準化機

構（International Organization for Standardization）が定める環境に関する規格

（ISO14000シリーズ）のうち『環境マネジメントシステム（EMS）』の規格のこと

をいいます。ISO14001の規格は、組織が目指すべき環境方針を達成するために

目的・目標を定め、その実現のための計画を構築し実施・運用していくことです。

そのために構築されたマネジメントシステムが第三者によって審査され、規格に適

合していると認証されることにより、認証･登録されます。

2008年12月21日（日）、成蹊大学4号館ホールにて成蹊音楽祭が開催されました。
今年が第2回目となる本音楽祭のテーマは「宇（いえ）は大なり」とし、

小学生から卒業生まであらゆる世代の成蹊関係者が音楽を通じて一堂に会する、
まさに成蹊の"大家族主義"を感じさせるイベントとなりました。

認証取得までの経緯
2006年 4月 学園環境委員会 設置

2007年 4月 環境方針策定

2008年

4月 環境マネジメントシステム運用開始
環境マニュアルなどの制定

6月 内部環境監査実施

7月 外部審査機関による1次審査

9月 理事長によるマネジメントレビュー
外部審査機関による2次審査

11月 ISO14001認証取得

成蹊学園環境方針

1. 地球環境の保全と維持を課題とする教育研究の充実を図り、環境問題
に貢献する人材育成および環境分野の研究推進に努めます。

2. 環境に関連する教育研究の発信、武蔵野地域をはじめとする近隣地域
とのコミュニケーション、あらゆる人々に対する教育研究の公開、社会貢
献を図る諸活動を積極的に行います。

3. みどり豊かなキャンパスの充実と地球・地域環境に配慮したキャンパス
づくりを推進し、省エネルギーと省資源、資源の再利用化と廃棄物の減
量化を行い、環境負荷の低減と環境汚染の防止に努めます。

4. 学園内の教育研究をはじめとするすべての活動において、環境に関連する
法的要求事項、および学園の認めるその他の要求事項を遵守します。

この環境方針は、文書化し、児童、生徒、学生、教職員および保護者、常駐
する関連業者などの学園関係者に周知するとともに、理解と協力を求めなが
ら実行、維持します。また、ホームページをとおして一般に公開します。
成蹊学園は、この環境方針に基づき目的・目標を設定し、マネジメントレビュー
で定期的に見直し、環境マネジメントシステムの継続的な改善を図ります。

成蹊学園創立100周年記念事業

第2回成蹊音楽祭

出演団体 演奏曲目

第一部
成蹊音楽祭
13：0 0～16：0 0

■ 小学校  箏曲有志の会 六段の調
冬げしき

■ 保護者 成蹊コーラス

ホームソングメドレー《イギリス編》
・アニーローリー
・グリーンスリーブス〈イングランド民謡〉
・ロンドンデリーの歌〈アイルランド民謡〉
流浪の民

■ OB 成蹊グリークラブ

若草薫る
見上げてごらん夜の星を
いい日旅立ち
千の風になって
故郷（ふるさと）

■ 小学校 ブラスバンド部 A列車で行こう

■ 中学・高等学校
　 ウィンドオーケストラ
　 （中高吹奏楽部）
　 アンサンブル

【中学】
サクソフォーン四重奏

「キャフェ・サンジェルマン」
金管八重奏 
「イントラーダ ～金管八重奏のための～」

【高等学校】
サクソフォーン三重奏「パッション」
打楽器四重奏「エオリアン・カルテット」

休　憩 （15分）

■ 中学・高等学校
　 ストリング・オーケストラ

Coral
森にわかるる歌
Adagio for Strings and Organ
Air

■ 大学管弦楽団＆
　 成蹊OB・OGオーケストラ

ポルカ「雷鳴と電光」
「大学祝典序曲」
「ハンガリー舞曲」第 1番
成蹊学園校歌

休　憩 （30分）

第二部
特別演奏会
16：30～17：30

サックス奏者

本多俊之スペシャル・セッション

●出演団体と演奏曲目

範 囲

責 任 者
審査登録機関

第一部では、小学生の筝（こと）、ブラスバンド、中学・高等
学校生徒のウィンドオーケストラ（吹奏楽部）アンサンブル、ス
トリング・オーケストラの演奏、大学管弦楽団と成蹊OB・OG
オーケストラの共演、そして卒業生の成蹊グリークラブ、保護
者の成蹊コーラスの合唱が披露されました。
大学管弦楽団と成蹊OB・OGオーケストラは昨年度に引き

続き、現在指揮者として国内外で目覚しい活躍をされている
卒業生の髙井優希さんが指揮をされ、息の合ったすばらしい
演奏が場内に響き渡りました。
参加した団体・サークルが日頃の練習の成果を存分に発揮
した、あたたかいアットホームなコンサートとなりました。

第二部では、中学校から大学まで成蹊学園に在籍し、日本
を代表するサックス奏者である本多俊之さんによる、スペシャ
ル・セッションが行われました。作曲家としても著名な本多さ
んの多彩な演奏に、会場は大いに盛り上がりました。アンコー
ルでは成蹊学園校歌が演奏され、美しいサックスの音色が観
客を魅了しました。
本音楽祭は成蹊関係者だけでなく、武蔵野市在住・在勤・
在学の方にも公開され、当日は約650名以上の方々にご来場い
ただきました。
ご来場いただいた皆さま、本当にありがとうございました。

第 一 部

第 二 部

成蹊学園は2008年11月27日、吉祥寺キャンパスを対象範囲として、
環境ISO（ISO14001）の認証を取得いたしました。

成蹊学園のような小学校から、大学・大学院を含む私立の総合学園が
環境ISOの認証取得をした例は少なく、教職員が一致協力した結果が実ったものです。

12月17日認証授与式にて、橋本専務理事（左）、岸理事長（中央）、樋口日本検査キューエイ㈱社長（右）
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中
学
一
年
生
の
夏
休
み
の
宿
題
が

音
楽
に
熱
中
す
る
き
っ
か
け
に

－

音
楽
に
は
、
か
な
り
幼
少
の
頃
か
ら
親
し

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
。

本
多　

父
が
音
楽
評
論
家
で
、
母
も
ハ
ワ
イ
ア
ン

バ
ン
ド
の
ベ
ー
ス
・
ギ
タ
ー
担
当
と
い
う
環
境
で

育
ち
ま
し
た
の
で
、
三
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て

い
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
当
時
は
ピ
ア
ノ
よ
り
戦

闘
機
の
プ
ラ
モ
デ
ル
づ
く
り
の
方
に
夢
中
で
、
稽

古
に
通
う
の
が
苦
痛
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
遅
々
と
し
て
習
熟
せ
ず
、
八
年
間
習
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、「
チ
ェ
ル
ニ
ー
一
〇
〇
番
」
が
終

え
ら
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
で
す
。
両
親
も
、
こ
れ
は

ど
う
も
ピ
ア
ノ
の
セ
ン
ス
は
な
さ
そ
う
だ
と
諦
め

て
、
中
学
受
験
を
目
指
す
と
い
う
名
目
も
あ
っ
て
、

小
学
五
〜
六
年
生
頃
に
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

－

成
蹊
学
園
で
学
ば
れ
た
の
は
、
中
学
か
ら
で

す
ね
。

本
多　

自
宅
が
三
鷹
で
通
学
に
便
利
だ
っ
た
こ

と
と
、
両
親
が
教
育
環
境
の
良
さ
を
高
く
評
価

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
成
蹊
中
学
校
を
勧
め
ら

れ
ま
し
た
。

－

印
象
に
残
っ
て
い
る
授
業
は
あ
り
ま
す
か
。

本
多　

中
学
一
年
の
音
楽
の
授
業
で
、
夏
休
み

中
に
、
皆
の
前
で
発
表
で
き
る
も
の
を
練
習
し

て
き
な
さ
い
と
い
う
宿
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
リ

コ
ー
ダ
ー
で
も
歌
で
も
い
い
。
独
唱
で
も
い
い

し
、
友
人
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
も
い
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
私
は
中
学
入
学
直
後
か
ら
、
ロ
ッ

ク
を
中
心
と
し
て
自
主
的
に
レ
コ
ー
ド
を
聴
く

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
流
行
し
て
い
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
ヘ
ア
ー
」
の
「
ア
ク
エ
リ
ア
ス
」
と
い
う

曲
が
大
好
き
で
し
た
。
同
じ
よ
う
に
レ
コ
ー
ド
鑑

賞
が
趣
味
の
同
級
生
二
人
と
仲
良
く
な
っ
て
い

た
の
で
、
そ
の
三
人
で
パ
ー
ト
を
決
め
て
、
合
奏

の
練
習
を
し
ま
し
た
。
私
の
パ
ー
ト
は
フ
ル
ー
ト

で
、
他
の
二
人
は
ピ
ア
ノ
、
小
太
鼓
で
す
。
挑

戦
し
た
の
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
「
レ
ッ
ト
・
イ
ッ
ト
・

ビ
ー
」。
二
学
期
の
授
業
中
に
皆
の
前
で
披
露
し
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インタビュー
卒業生ロングインタビュー

本多  俊之
サックス奏者・音楽プロデューサー

Toshiyuki Honda

昨年 12月 21日、創立 100 周年を記念して開催された「第 2回成蹊音楽祭」で
すばらしい演奏を披露してくださったのが、日本を代表するサックス奏者である
本多俊之さん。中学校から大学まで成蹊学園で学ばれた本多さんに、音楽活動
を中心として、在学中の思い出を語っていただきました。

在
学
中
か
ら
音
楽
活
動
に
熱
中

「
プ
ロ
を
目
指
せ
」と

先
生
か
ら
か
け
ら
れ
た
言
葉
が

大
い
に
励
み
に
な
り
ま
し
た

た
と
こ
ろ
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
、
そ
れ
か
ら
音

楽
に
熱
中
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

－

授
業
以
外
で
も
、
発
表
す
る
機
会
は
あ
っ

た
の
で
す
か
。

本
多　

中
学
の
学
園
祭
で
、
前
夜
祭
の
時
に
、

校
庭
に
設
け
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
、
そ
の
頃
台

頭
し
て
い
た
ジ
ャ
ズ
ロ
ッ
ク
の
大
ヒ
ッ
ト
ナ
ン

バ
ー
で
あ
る
ハ
ー
ビ
ー
・
マ
ン
の
「
メ
ン
フ
ィ

ス
・
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。

ド
ラ
ム
と
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
と
エ
レ
キ
ベ
ー
ス
と
フ

ル
ー
ト
の
バ
ン
ド
編
成
で
、
あ
ま
り
の
大
音
量

に
、
生
活
指
導
主
任
の
小
野
明
先
生
が
、
近
隣

の
方
々
に
謝
っ
て
歩
か
れ
た
そ
う
で
す
（
笑
）。

演
奏
終
了
後
、体
育
の
岩
崎
洋
治
先
生
が
「
実

に
う
ま
い
ね
。
学
校
な
ん
て
や
め
て
、
プ
ロ
に

な
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
、
声
を
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
、
今
で
も
強
烈
に
覚
え

て
い
ま
す
。
中
学
生
相
手
に
な
か
な
か
そ
こ
ま

で
言
え
る
先
生
は
い
ま
せ
ん
（
笑
）。
そ
の
時
に

プ
ロ
に
な
ろ
う
と
ま
で
決
意
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
言
葉
が
励
み
に
な
り
、
ず
っ

と
音
楽
を
続
け
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

本
多　

で
き
る
だ
け
活
動
の
場
を
広
げ
た
い
と

い
う
思
い
は
強
か
っ
た
で
す
ね
。
と
く
に
映
像
音

楽
に
は
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
興
味
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
七
五
三
の
時
に
最
初
に

買
っ
て
も
ら
っ
た
レ
コ
ー
ド
が
、
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ

イ
ン
主
演
、
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
ン
シ
ー
ニ
音
楽
の
映

画
「
ハ
タ
リ
!
」
だ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
レ
コ
ー
ド
は
す
り
切
れ
る
ほ

ど
聴
き
込
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー

ズ
」
の
映
像
と
音
楽
の
共
鳴
の
す
ば
ら
し
さ
に

感
動
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
ス
コ
ア
を
購
入
し

て
、
自
分
な
り
に
研
究
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
八
〇
年
に
、
日
立
ド
ラ
マ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
歴

史
の
涙
」
で
、
初
め
て
音
楽
を
担
当
。
そ
の
際
の

音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
だ
っ
た
立
川
直
樹
さ
ん
の

推
薦
で
、「
マ
ル
サ
の
女
」
を
は
じ
め
と
す
る
伊

丹
十
三
作
品
の
音
楽
も
担
当
し
ま
し
た
。

「
マ
ル
サ
の
女
」
の
時
に
は
、
強
烈
な
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。
伊
丹
監
督
の
要
求
は
厳
し
か
っ

た
の
で
す
が
、何
と
か
が
ん
ば
っ
て
作
曲
し
、い
っ

た
ん
オ
ー
ケ
ー
が
出
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
「
こ

れ
で
十
分
だ
け
ど
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
遊
び

の
つ
も
り
で
い
い
か
ら
、
裏
社
会
を
テ
ー
マ
に
し

て
、
も
う
一
曲
だ
け
作
っ
て
お
い
て
」
と
注
文
さ

れ
ま
し
た
。
試
写
を
見
た
時
の
衝
撃
は
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
遊
び
で
作
っ
た
そ
の
曲
が
、

完
全
に
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
（
笑
）。

私
も
ま
だ
若
か
っ
た
の
で
「
あ
れ
は
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
一
生
懸
命
作
っ
た
前
の
曲
は
ど
こ

に
い
っ
た
ん
で
す
か
」
と
抗
議
し
ま
し
た
。
で
も
、

軽
く
あ
し
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
…
…
。
悲
し
い
気

持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
伊
丹
監
督
の
こ
の
柔

軟
性
は
す
ご
い
。
自
分
も
固
定
観
念
に
縛
ら
れ

も
優
勝
で
き
る
と
い
う
鼻
持
ち
な
ら
な
い
自
負

心
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
、
汗
顔
の
至
り
で
す
が
、

そ
う
し
た
ス
ト
イ
ッ
ク
さ
を
嫌
う
気
質
も
ま
た
、

成
蹊
人
の
特
徴
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

大
学
在
学
中
に

レ
コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す

－

大
学
在
学
中
の
一
九
七
八
年
に
、
キ
ン
グ
レ

コ
ー
ド
か
ら
、
初
の
リ
ー
ダ
ー
ア
ル
バ
ム
「
バ
ー

ニ
ン
グ
・
ウ
ェ
イ
ヴ
」
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

本
多　

大
学
入
学
当
初
は
、
モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
ズ
・

グ
ル
ー
プ
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
道
を
ま
っ
と
う
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
プ
ロ
と
一
緒
に

演
奏
す
る
機
会
も
あ
り
、
そ
う
す
る
と
あ
ま
り
に

も
気
持
ち
が
い
い
。
や
は
り
プ
ロ
に
な
り
た
い
と

い
う
意
欲
が
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
い
て
い
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
、フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
の
世
界
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
巻
き
起

こ
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
レ
コ
ー
ド
業
界
で

も
、
潮
流
に
あ
わ
せ
て
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
若
手

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
発
掘
し
て
売
り
出
そ
う
と
い

う
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
人
と

し
て
、
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
で
実
績
を

積
ん
で
い
た
私
が
登
用
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
デ

ビ
ュ
ー
曲
を
今
聴
い
て
み
る
と
、
技
術
は
稚
拙
で

恥
ず
か
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
若
さ
に
ま
か
せ

た
勢
い
は
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今
で
は
も
う
出
せ

な
い
音
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

－

大
学
卒
業
後
、
多
岐
に
渡
る
活
躍
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
意
識
的
に
そ
う
さ
れ
た
面
も
あ

る
の
で
す
か
。

面
も
あ
る
」
と
、
懇
々
と
説
か
れ
、
確
か
に
そ

れ
も
一
理
あ
る
と
思
っ
た
の
で
す
。

－

大
学
で
は
音
楽
サ
ー
ク
ル
に
所
属
さ
れ
た

の
で
す
か
。

本
多　

入
学
し
て
す
ぐ
に
「
モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
ズ
・

グ
ル
ー
プ
」
に
入
り
ま
し
た
。
自
分
で
言
う
の

は
お
こ
が
ま
し
い
気
も
し
ま
す
が
、
こ
の
サ
ー
ク

ル
の
レ
ベ
ル
は
き
わ
め
て
高
く
、
プ
ロ
の
演
奏
家

も
数
多
く
輩
出
し
て
い
ま
す
。

－

サ
ー
ク
ル
活
動
に
関
す
る
思
い
出
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

本
多　

高
田
馬
場
の
ビ
ッ
グ
ボ
ッ
ク
ス
で
開
催

さ
れ
た
ジ
ャ
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
た
こ
と

が
一
番
の
思
い
出
で
す
。
現
在
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
の
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

「T-SQ
U

AR
E

」
な
ど
も
参
加
し
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
れ
ら
の
強
豪
を
押
し
退
け
て
、
優
勝
し

ま
し
た
。
し
か
も
、
コ
ン
テ
ス
ト
前
日
は
、
ま
っ

た
く
練
習
も
せ
ず
、
酒
盛
り
を
し
て
、
酔
っ
た

勢
い
で
腕
立
て
伏
せ
競
争
に
興
じ
て
、
当
日
は

腕
が
ま
っ
た
く
上
が
ら
な
い
状
態
で
の
演
奏
で

し
た
（
笑
）。
今
振
り
返
る
と
、
そ
ん
な
状
態
で

そ
の
後
、
同
級
生
と
の
演
奏
だ
け
で
は
飽
き

足
ら
な
く
な
り
、
高
校
一
年
の
時
に
、
青
山
学

院
大
学
の
ジ
ャ
ズ
研
究
会
の
バ
ン
ド
に
加
入
し

ま
し
た
。
パ
ー
ト
は
中
学
三
年
か
ら
始
め
た
サ
ッ

ク
ス
で
す
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
、
ジ
ャ
ズ
ク
ラ

ブ
の
老
舗
で
あ
る
新
宿
の
「Shinjuku Pit Inn

」

の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
し
、
ス
テ
ー
ジ
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
し
た
。

－

や
は
り
最
初
の
ス
テ
ー
ジ
は
緊
張
し
ま
し

た
か
。

本
多　
「Shinjuku Pit Inn

」
出
演
は
、
ジ
ャ
ズ

演
奏
家
に
と
っ
て
一
つ
の
ス
テ
ー
タ
ス
で
す
か
ら
、

感
激
で
い
っ
ぱ
い
で
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
当
然
、
前
座
ク
ラ
ス
で
、
早
め
の
時

間
帯
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
の
で
す
が
、
演
奏
が

終
わ
っ
た
後
も
、
日
野
皓
正
さ
ん
や
渡
辺
貞
夫

さ
ん
な
ど
が
登
場
す
る
ま
で
居
残
っ
て
い
ま
し
た
。

時
々
そ
う
し
た
大
御
所
に
声
を
か
け
て
も
ら
う

の
も
楽
し
み
で
し
た
。

モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
ズ
・
グ
ル
ー
プ
に

所
属
し
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝

－

音
楽
活
動
を
続
け
な
が
ら
、
大
学
に
も
進

ま
れ
た
の
で
す
ね
。

本
多　

私
自
身
は
、
早
め
に
音
楽
で
生
計
を

立
て
る
つ
も
り
で
、
大
学
進
学
は
考
え
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
父
か
ら
強
く
勧
め
ら
れ
ま

し
た
。
自
由
業
の
不
安
定
さ
を
体
感
し
て
い

る
父
で
し
た
か
ら
、
言
葉
に
は
説
得
力
が
あ
り

ま
し
た
。「
プ
ロ
に
な
る
よ
り
も
、
好
き
な
音

楽
だ
け
を
や
る
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
が
い
い
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な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

－

今
後
の
音
楽
活
動
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い

本
多　

以
前
、
先
輩
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
「
作

曲
に
力
を
入
れ
る
と
、
プ
レ
イ
が
下
手
に
な
る

か
ら
や
め
た
方
が
い
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
へ
の
反
発
心
も
あ
っ
て
、

作
曲
と
演
奏
の
両
立
に
生
涯
こ
だ
わ
り
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
と
く
に
映
像
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
追
求
し
続
け
た
い
で

す
ね
。

－

映
画
音
楽
に
関
し
て
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

本
多　

夢
は
「
死
刑
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
で

試
み
ら
れ
た
方
法
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で

す
。こ
の
映
画
の
音
楽
は
、マ
イ
ル
ス・
デ
イ
ヴ
ィ

ス
が
、
映
像
を
見
な
が
ら
、
ア
ド
リ
ブ
で
演
奏

し
た
も
の
で
す
。
一
度
で
い
い
か
ら
、
そ
う
し

た
失
敗
が
許
さ
れ
な
い
緊
張
感
の
中
で
、
映
像

に
あ
わ
せ
た
ア
ド
リ
ブ
演
奏
を
行
っ
て
み
た
い

で
す
ね
。

相
手
の
目
線
に
立
つ
成
蹊
人
の

気
質
は
と
て
も
信
頼
で
き
る

－

音
楽
以
外
で
、
学
生
時
代
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

本
多　

興
味
の
矛
先
が
ジ
ャ
ズ
に
ば
か
り
い
っ

て
い
て
、
中
学
・
高
校
の
頃
は
テ
レ
ビ
で
流
行
っ

て
い
る
も
の
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
よ
う
な
状

況
で
し
た
。
も
っ
と
関
心
を
広
げ
な
い
と
い
け

な
い
な
と
思
っ
た
の
は
、
最
近
に
な
っ
て
か
ら

の
こ
と
で
す
（
笑
）。

大
学
時
代
も
、
音
楽
活
動
が
多
忙
に
な
り
、

正
直
な
と
こ
ろ
、
出
席
状
況
は
芳
し
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
私
を
「
本

多
君
は
遊
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
」
と
、

試
験
を
レ
ポ
ー
ト
で
代
替
し
て
く
だ
さ
っ
た
り

な
ど
、
温
か
く
見
守
っ
て
も
ら
え
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。

－

所
属
さ
れ
た
ゼ
ミ
は
何
で
す
か
。

本
多　

増
地
昭
男
先
生
の
経
営
学
の
ゼ
ミ
で
す
。

卒
論
は
「
レ
コ
ー
ド
業
界
と
そ
の
経
営
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
仕
上
げ
、
か
な
り
高
い

評
価
を
受
け
ま
し
た
。
実
体
験
に
基
づ
く
テ
ー

マ
だ
っ
た
こ
と
が
強
み
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

－

現
在
の
仕
事
に
、
成
蹊
学
園
で
学
ば
れ
た

こ
と
が
生
き
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

本
多　

最
大
の
財
産
は
人
と
の
出
会
い
で
す

ね
。
成
蹊
学
園
の
出
身
者
は
、温
か
い
心
を
持
っ

た
人
が
多
く
、
た
と
え
ば
、
プ
ロ
の
道
に
進
も

う
か
ど
う
か
悩
ん
で
い
た
時
に
、
あ
る
先
輩
学

生
が
親
身
に
な
っ
て
悩
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
一
緒
に
考
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
正

解
が
導
き
出
さ
れ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

自
分
と
同
じ
目
線
に
立
っ
て
く
れ
る
人
は
と
て

も
信
頼
で
き
ま
す
し
、
心
強
い
も
の
で
す
。
そ

う
し
た
相
手
の
目
線
に
立
つ
と
い
う
成
蹊
人
な

ら
で
は
の
姿
勢
は
、
家
族
に
対
し
て
も
、
一
緒

に
仕
事
を
す
る
仲
間
に
対
し
て
も
、
き
わ
め
て

重
要
で
あ
り
、
私
も
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

自
分
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
人
と

交
流
す
る
こ
と
が
大
切

－

最
後
に
、
成
蹊
学
園
の
後
輩
た
ち
に
向
け

て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
多　

大
学
時
代
は
、
で
き
る
だ
け
自
分
と
は

異
な
る
意
見
の
人
と
交
流
す
る
機
会
を
増
や
し

た
方
が
い
い
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
恰

好
の
場
に
な
る
の
が
ゼ
ミ
で
す
。
意
見
を
戦
わ

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
考
え
が
明
確
に
な

る
と
と
も
に
、
思
考
が
深
化
し
て
い
く
の
で
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
自
分
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
相
手
と
つ
き
合
う
と
、
嫌
な
思
い
を
す
る

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
も
、
自
分
に
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
相
手
に
限
定
し
て
交
流
し
て
い
た

の
で
は
、
井
の
中
の
蛙
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
自
身
、
仕
事
を
続
け
て
い
く
上
で
、「
こ

ん
な
音
楽
は
、
私
が
求
め
て
い
る
も
の
と
違

う
」
と
、
否
定
的
な
反
応
に
さ
ら
さ
れ
た
経
験

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
場
合
に
、
音
楽

観
が
違
う
の
だ
か
ら
と
、
そ
の
意
見
か
ら
逃
避

す
る
の
は
簡
単
で
す
。
け
れ
ど
も
、
私
は
、
絶

対
に
諦
め
ず
に
、
ど
こ
が
要
求
と
異
な
る
の
か
、

し
つ
こ
く
議
論
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
ま
た
、
音

楽
活
動
の
大
き
な
糧
に
も
な
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
広
報
課
）

成蹊
教育の

成蹊の“学び”を
レポート

07No.いま
世
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
ス
キ
ル

演
習
形
式
（
ゼ
ミ
）
の
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
、
私
が
ど
の
よ

う
な
考
え
方
の
も
と
に
実
施
し
て
い
る
か
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
学
問
研
究
や
教
育
と
い
う
活
動
自
体

に
、
世
代
間
の
ス
キ
ル
（
技
）
の
継
承
と
い
う
面
が
あ
り
ま

す
。
私
が
講
義
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
や
ろ
う
と
し
て
い

る
こ
と
の
多
く
が
、
学
生
の
時
分
に
お
世
話
に
な
っ
た
、
岡

本
清
先
生
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
、
成
蹊
大
学
理
工
学
部

岡
本
秀
輔
准
教
授
の
ご
尊
父
）
、
廣
本
敏
郎
先
生
（
一
橋
大

学
教
授
）
を
は
じ
め
と
す
る
、
ゼ
ミ
の
指
導
教
官
の
先
生

方
か
ら
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
自
分
の
成
長
過
程

で
す
ご
く
効
果
の
あ
っ
た
こ
と
に
多
少
の
ア
レ
ン
ジ
を
加

え
、
受
け
持
っ
て
い
る
学
生
達
に
繰
り
返
そ
う
と
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
今
回
、
再
確
認
し
ま
し
た
。

受
け
身
で
は
な
く
「
積
極
的
な
知
性
」
を

私
が
考
え
る
演
習
形
式
の
最
大
の
長
所
は
、「
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
志
向
」
。
勉
強
の
イ
ン
プ
ッ
ト
側
（
知
識
の
蓄
積
）
だ
け

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
い
ろ
い
ろ
な
作
品
（
研
究
報
告
）

を
準
備
し
て
も
ら
い
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
側
（
知
識
の
活
用
方

法
）
を
集
中
的
に
訓
練
し
ま
す
。
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
理

論
を
理
解
し
て
、
記
憶
す
る
こ
と
は
な
に
よ
り
も
重
要
で
す

が
、
そ
の
よ
う
な
訓
練
は
ほ
か
の
機
会
で
や
っ
て
も
ら
い
ま

す
。
ゼ
ミ
で
は
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
理
論
を
憶
え
る
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
駆
使
し
て
現
実
の
問
題
を
自
分

の
頭
で
考
え
る
、
話
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
自
分
の
意
見
を

相
手
に
分
か
り
や
す
く
発
表
す
る
、
議
論
に
効
果
的
に
参
加

す
る
。
そ
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
「
こ
れ
で
も
か
」
と
い

う
く
ら
い
し
つ
こ
く
要
求
し
、
実
践
し
ま
す
。
理
論
構
築
・

応
用
能
力
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
能
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
は
受
け
身
の
勉
強
だ

け
で
は
得
る
の
が
難
し
い
も
の
。

「
積
極
的
な
知
性
」
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
ク
ラ
ス
が
ゼ
ミ
だ

と
私
は
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

自
発
的
な
取
り
組
み
で
得
ら
れ
る
達
成
感

ゼ
ミ
の
二
つ
目
の
よ
さ
は「
自
発
性
」で
す
。「
自
分
の
関
心

あ
る
社
会
科
学
上
の
問
題
は
何
か
」「
そ
の
問
題
を
解
明
す
る

に
は
、ど
の
よ
う
な
情
報
・
知
識
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
」。そ
の
よ
う
に
自
ら
問
い
か
け
る
学
生
に
、勉
強
の
必
要

性
と
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
よ
う
に
環
境
を
整
備
す
る
の

が
私
に
与
え
ら
れ
た「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
遊
園
地
の
管
理
人
」

と
し
て
の
役
割
で
す
。し
た
が
っ
て
、日
ご
ろ
注
意
し
て
い
る

の
は
、「
教
え
過
ぎ
な
い
こ
と
」「
学
生
の
勉
強
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
高
ま
る
ま
で
気
長
に
待
つ
こ
と
」。自
分
の
興
味
あ
る
領

域
に
つ
い
て
一
生
懸
命
勉
強
す
れ
ば
、今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
達
成
感
は
同
時

に
快
感
で
も
あ
り
、一
度
は
ま
っ
た
ら
生
涯
抜
け
出
せ
ま
せ
ん
。

継
続
的
に
勉
強
し
て
い
る
か
い
な
い
か
で
は
実
力
的
に
も
雲

泥
の
差
が
つ
き
ま
す
。研
究
発
表
の
場
で
自
分
の
プ
レ
ゼ
ン

が
周
囲
か
ら
賞
賛
さ
れ
た
り
し
た
ら
、脳
内
快
楽
物
質
で
あ

る
ド
ー
パ
ミ
ン
が
で
ま
く
り
で
す
。
た
だ
し
、強
制
さ
れ
て

嫌
々
取
り
組
む
勉
強
は
、拷
問
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。非
効
率
で
単
な
る
時
間
の
無
駄
で
す
。こ
の
よ
う
な
意

味
で「
勉
強
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
莫
大
な
経
済
効
果
を
そ
れ

と
な
く
示
唆
す
る
こ
と
」「
私
の
関
心
領
域
に
誘
導
し
す
ぎ
な

い
こ
と
」「
私
自
身
が
勉
強
や
研
究
活
動
を
一
生
懸
命
楽
し
ん

で
い
る
姿
を
学
生
に
見
て
も
ら
い
、面
白
そ
う
だ
な
あ
と
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
」な
ど
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

他
人
を
通
し
て
自
己
を
知
る

そ
し
て
最
後
に
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
参
加

者
同
士
で
の
「
学
び
あ
い
」
が
で
き
る
こ
と
。
私
の
ク
ラ
ス

で
は
、
「
経
営
学
お
よ
び
会
計
学
」
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
と
り
あ
げ
、
四
〜
五
名
の
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
を

実
施
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。
一
ヶ
月
ご
と
に
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
れ
に

し
た
が
っ
て
特
色
の
あ
る
興
味
深
い
会
社
の
動
向
や
企
業

経
営
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
調
査
・
分
析

し
、
発
表
し
ま
す
。
他
の
ゼ
ミ
生
と
の
共
同
作
業
を
課
す

の
で
、
と
き
に
は
密
接
な
人
間
関
係
が
形
成
さ
れ
、
意
見

交
換
す
る
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
刺
激
を
受
け
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
相
手
と
自
分
の
問
題
意

識
の
ギ
ャ
ッ
プ
や
自
分
の
能
力
の
不
足
な
ど
を
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
自
身
を
よ
り
深
く

知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
お
互
い
を
刺
激
し
合
い
、

勉
強
す
る
意
欲
が
ふ
つ
ふ
つ
と
沸
き
起
こ
っ
て
く
れ
た
ら

よ
い
な
と
思
い
な
が
ら
、
作
業
す
る
学
生
達
の
様
子
を
い

つ
も
眺
め
て
い
ま
す
。

ゼミの様子

ゼミ合宿にて
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学
部
同
窓
会
共
催
に
よ
る
「
成
蹊
大
学
経
済
学
部
創
設

四
十
周
年
の
つ
ど
い
」
が
大
学
四
号
館
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
小
林
ま
ど
か
氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
平

成
十
二
年
卒
）
司
会
に
よ
り
和
や
か
に
会
が
進
め
ら
れ
、

石
坂
信
也
氏
（
ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン 

社
長
、
平
成
二
年
卒
）
に
よ
る
記
念
講
演
の
後
、
大
学
十

号
館
十
二
階
ホ
ー
ル
で
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
学
生

の
案
内
に
よ
る
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
も
行
わ
れ
、

参
加
し
た
多
く
の
教
員

や
卒
業
生
た
ち
は
、
ひ

さ
か
た
ぶ
り
に
訪
れ
る

吉
祥
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
の

様
子
を
楽
し
み
な
が
ら
、

旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

「
成
蹊
大
学
法
学
部

創
立
四
十
周
年
記
念
行
事
」開
催

法
学
部
は
昨
年
、
創
立
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

欅
祭
期
間
中
で
あ
る
十
一
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た

「
成
蹊
大
学
法
学
部
創
立
四
十
周
年
記
念
行
事
」
に
は
、

多
く
の
卒
業
生
や
教
職
員
、
ま
た
名
誉
教
授
の
方
も
出

席
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
八
号
館
一
階
一
〇
一
室
で
行

わ
れ
た
講
演
会
で
は
、
「
法
律
家
か
ら
見
た
中
国
と
日

本
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
金
光
旭
教
授
が
、
続
い
て
宇
野

重
昭
本
学
名
誉
教
授
が
「
北
東
ア
ジ
ア
学
の
創
成
と
日

中
関
係
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ
、
参
加
し
た
教

員
・
卒
業
生
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
に
、
大

学
一
〇
号
館
十
二
階
ホ
ー

ル
で
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
か
れ
、
卒
業
生
は
ゼ
ミ

の
指
導
教
授
を
囲
み
な
が

ら
成
蹊
大
学
の
最
近
の
様

子
に
つ
い
て
話
が
弾
み
ま

し
た
。

学
生
環
境
委
員
会「
桃
球
」が
環
境
標
語
を
募
集

成
蹊
学
園
で
は
二
〇
〇
六
年
四
月
よ
り
、
幅
広
い
領

域
に
わ
た
る
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、

学
園
環
境
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し

て
同
年
、
学
生
に
よ
る
環
境
活
動
推
進
団
体
「
学
生
環

境
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

学
生
環
境
委
員
会
は
愛
称
を
「
桃
球
」
と
し
、
今
ま

で
環
境
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
、
ゴ
ミ
減
量
化
運
動
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
「
環
境
標
語
」
の
募
集
は
成
蹊
学
園
に
所

属
す
る
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生
・
大
学

院
生
・
教
職
員
を
対
象
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
五
百

件
を
超
え
る
応
募
作
の
な
か
か
ら
、
学
生
環
境
委
員

会
内
で
行
わ
れ
る
一
次
選
考
を
通
過
し
た
八
件
が
、
二

次
選
考
へ
進
み
ま
し
た
。
二
次
選
考
は
欅
祭
で
の
「
エ

コ
こ
ち
展
」
来
場
者
に
よ
る
投
票
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

百
四
十
三
票
を
集
め
た
次
の
標
語
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
上
位
に
入
賞
し
た
標
語
は
今
後
、
学
園
の

環
境
標
語
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

「
成
蹊
大
学
経
済
学
部

創
設
四
十
周
年
の
つ
ど
い
」開
催

本
学
経
済
学
部
は
昭
和
四
十
三
年
に
創
設
さ
れ
、
昨

年
、
四
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

を
記
念
し
、
昨
年
十
一
月
十
五
日
、
経
済
学
部
と
経
済

大学の近況

学園の“いま”をお知らせします。

理
工
学
部
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

「
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤

形
成
支
援
事
業
」に
採
択
さ
れ
る

文
部
科
学
省
が
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
公
募
し
た
「
私
立

大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
（
研
究
拠
点
を
形

成
す
る
研
究
）
」
に
本
学
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
「
大
学
の
経
営
戦
略
や
研
究
戦
略
に
基
づ

き
、
各
大
学
が
特
色
を
活
か
し
た
研
究
を
実
施
す
る
た
め
、

そ
の
研
究
基
盤
の
形
成
を
支
援
す
る
事
業
で
あ
り
、
も
っ

て
わ
が
国
の
科
学
技
術
の
発
展
に
資
す
る
も
の
」
と
し
て

文
部
科
学
省
が
今
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
も
の
で
す

（
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
。

今
回
採
択
さ
れ
た
本
学
理
工
学
部
の
研
究
事
業
「
人

と
環
境
に
優
し
い
統
合
化
さ
れ
た
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
基

盤
整
備
」
（
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
「
人
と
環
境
に
優
し

い
調
和
し
た
統
合
化
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
の
構
築　

̶

ユ
ビ
キ
タ
ス
環
境
構
築
に
よ
る
環
境
問
題
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン̶

」
）
は
、
そ
の
支
援
事
業
の
な
か
で
も
「
研
究
拠
点

を
形
成
す
る
研
究
」
と
し
て
採
択
さ
れ
、
二
〇
〇
八
〜

二
〇
一
二
年
度
ま
で
五
年
間
に
わ
た
り
助
成
金
を
得
て
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
理
工
学
部
物
質
生
命
理
工
学
科

山
崎
章
弘
教
授
を
代
表
と
し
て
、
「
複
雑
化
し
た
環
境
問

題
の
解
決
を
目
指
し
、
環
境
問
題
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉

え
、
様
々
な
学
問
分
野
の
知
識
、
技
術
を
統
合
化
し
た
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ベ
ス
ト
な
解
決
を
図
る

と
と
も
に
、
人
間
の
経
済
活
動
と
調
和
し
た
対
策
（
人
に

優
し
い
）
の
開
発
を
計
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
十
二
号
館

地
下
室
を
改
修
し
実
験
室
に
す
る
な
ど
、
大
学
全
体
で
そ

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
環
境
D
A
Y
」制
定

本
学
で
は
、
さ
ら
な
る
環
境
活
動
の
推
進
を
目
指
し
て
、

今
後
毎
月
十
五
日
を
「
環
境
D
A
Y
」
と
し
、
学
生
・
教

職
員
の
環
境
意
識
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

四
大
学
運
動
競
技
大
会

第
五
十
九
回
四
大
学
運
動
競
技
大
会
（
四
大
戦
）
本

戦
が
十
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
三
日
間
、
武

蔵
大
学
を
会
場
校
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
四
大
戦
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
の
あ
る
成
蹊
大
学
、
武
蔵
大
学
、

成
城
大
学
、
学
習
院
大
学
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
睦
を

深
め
る
目
的
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
伝
統
あ
る
行
事
で
す
。

今
回
は
、
「
煌
」
と
い
う
言
葉
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

本
学
は
、
健
闘
お

よ
ば
ず
総
合
順
位
第
二

位
と
な
り
、
惜
し
く
も

優
勝
は
逃
し
ま
し
た
が
、

正
式
種
目
で
は
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
男
子
が
九
連
覇

を
成
し
遂
げ
、
一
般
種

目
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
と
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
が
男
女
と
も
優
勝
す

る
な
ど
大
い
に
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
三
十
一
日
に
は
、
四
大
戦
で
活
躍
し
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
団
体
を
表
彰
す
る
「
成
績
優
秀

団
体
賞
状
授
与
式
」
が
本
館
前
に
て
行
わ
れ
、
秋
晴
れ

の
も
と
、
学
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
へ
賞
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

欅
祭第

四
十
七
回
欅
祭

が
、
十
一
月
二
十
二
日
、

二
十
三
日
の
両
日
、「
彩

－IR
O

D
O

R
I

－

」
と
い
う

テ
ー
マ
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
庭
に
設
営
さ
れ
た
ス

テ
ー
ジ
で
は
学
生
た
ち
の

迫
力
あ
る
ラ
イ
ブ
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
大
変
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
模
擬
店
や
展

示
教
室
を
ま
わ
っ
て
ス
タ

ン
プ
を
集
め
る
、
テ
ト
リ

ス
の
要
素
を
盛
り
込
ん
だ

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
「
テ
ト

リ
ズ
ム
」
や
、
成
蹊
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ビ
ン
ゴ
大
会

「
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ビ
ン

ゴ
」
な
ど
欅
祭
本
部
に
よ

る
趣
向
を
こ
ら
し
た
企
画
も
好
評
で
、
両
日
と
も
に
多

数
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
度
入
試
に
む
け
て

本
学
で
は
、
高
校
生
の
大
学
見
学
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
十
一
月
三
十
日
現
在
、
延
べ
四
十
九
校
、

千
二
百
八
十
名
の
高
校
生
と
保
護
者
が
、
総
合
学
習
、
進

路
指
導
の
一
環
と
し
て
来
校
し
て
い
ま
す
。
参
加
は
お
も

に
一
、
二
年
生
で
、
初
め
て
大
学
を
訪
れ
る
生
徒
も
多
く
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
興
味
を
示
し
て
い
ま
す
。

大
学
見
学
を
通
じ
て
高
校
生
活
と
大
学
生
活
の
違
い
を

四大戦

認
識
し
、
進
学
に
対
す
る
目
的
意
識
を
向
上
さ
せ
る
な
ど

高
校
生
に
は
と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
本
学
で
は
二
〇
〇
八
年
度
よ
り
、
「
全
学
部
統
一

入
学
試
験
（
E
方
式
）
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
全

学
部
統
一
入
学
試
験
（
E
方
式
）
は
本
学
独
自
の
「
二
教

科
型
」
入
学
試
験
で
、
一
回
の
受
験
で
複
数
の
学
部
（
文

系
三
学
部
に
限
る
）
に
出
願
が
可
能
で
す
。

二
〇
〇
八
年
度
多
く
の
受
験
者
が
本
試
験
を
受
験
し
た

こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
九
年
度
は
本
学
会
場
に
加
え
て
、
横

浜
と
浦
和
に
会
場
を
設
け
、
計
三
会
場
で
試
験
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

試
験
日
は
二
月
三
日
（
火
）
の
午
後
か
ら
で
、
他
の
一

般
入
学
試
験
で
あ
る
本
学
独
自
の
三
教
科
型
（
A
方
式
）

や
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
型
（
C
方
式
、
S
方

式
）
と
の
併
願
も
で
き
ま
す
。

大
学
見
学
、
入
試
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
入
試
セ
ン
タ
ー　

電
話 

〇
四
二
二
ー
三
七
ー
三
五
三
三

学
位
授
与
式
の
ご
案
内

　
二
○
○
九
年
度
成
蹊
大
学
学
位
授
与
式
を
次
の
と
お

り
執
り
行
い
ま
す
。

●
日　

時　

三
月
十
九
日
（
木
）
十
時
よ
り

●
場　

所　

大
学
体
育
館

̶
 

ご
来
場
の
皆
さ
ま
へ ̶

　

式
場
が
手
狭
な
た
め
、
式
場
へ
の
入
場
は
修
了
生
、

卒
業
生
ご
本
人
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
ご
来
校
の
際
に
は
、
モ
ニ
タ
ー
放
送
に
よ
り
式

の
様
子
を
別
会
場
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

予
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
会
場
は
、
大
学
四
号
館
ホ
ー
ル
等
で
す
。

　
（
お
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
）

感
染
症
に
注
意

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
お
よ
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
、
新
し
い
感
染
症
の
流
行
の
可
能
性
が
強
く
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
注
意
し
て
、
正
し
い
知
識
の
理
解

や
厚
生
労
働
省
や
国
立
感
染
症
研
究
所
の
発
表
す
る
情
報

の
確
認
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
特
に
海
外
へ
出
か
け
る

際
は
、
渡
航
先
の
安
全
情
報
（
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
状
況
等
）
を
外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
く

だ
さ
い
。

な
お
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
お
よ
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
関
す
る
情
報
は
、
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
・
大
学
保

健
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
参
照
で
き
ま
す
。

◆
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー　

電
話 

〇
四
二
二

－

三
七

－

三
五
一
八

http://w
w
w
.seikei.ac.jp/university/

hoken/index.htm
l

エコこち展の様子
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運動部・文化部の活躍

ロ
、
ピ
ア
ノ
に
よ
る
「
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー

ク
」「
愛
の
挨
拶
」
は
、
室
内
楽
の
醍
醐
味
で
あ
る
繊
細
な

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
す
ば
ら
し
く
、
弦
の
美
し
い
調
べ
を
存
分

に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
加
え
た

「
ト
ル
コ
行
進
曲
」
や
「
カ
ノ
ン
」
そ
し
て
チ
ャ
ッ
ピ
ー
の

十
八
番
で
あ
る
「
情
熱
大
陸
」
や
チ
ッ
ク
・
コ
リ
ア
の
「
ス

ペ
イ
ン
」
は
、
力
強
い
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
彼
ら
独
自
の
音
楽

性
を
放
ち
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
新
し
い
楽
し
み
方
を
知
る
と
と

も
に
音
楽
は
奏
者
も
作
り
手
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
る
演
奏
で
し
た
。
ま
た
、
楽
し
い
趣
向
と
解

説
で
小
さ
な
お
客
さ
ま
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
「
動
物

の
謝
肉
祭
」
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
た
ち
の
登
場
の
中
、
チ
ェ

ロ
の
奏
で
る
「
白
鳥
」
は
や
は
り
最
も
優
美
で
品
格
が
あ
り
、

静
寂
の
中
そ
の
弦
の
響
き
が
深
く
染
み
渡
り
ま
し
た
。
そ
の

会
場
を
次
は｢T

SU
N

A
M

I｣

や
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
」

な
ど
馴
染
み
深
い
ポ
ッ
プ
ス
で
盛
り
上
げ
ま
す
。
ま
さ
に
、

演
奏
者
の
情
熱
と
音
楽
の
美
し
さ
、
楽
し
さ
に
会
場
が
包
ま

れ
た
す
ば
ら
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

成
蹊
中
高
は
、ス
ト
リ
ン
グ・オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、ウ
ィ
ン
ド
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
い
う
二
つ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
持
ち
非
常
に
熱
心

な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
精
神
は
か
つ
て
昭
和
三
十

年
か
ら
平
成
三
年
ま
で
成
蹊
小
学
校
に
存
在
し
た
器
楽
ク
ラ

ブ
の
教
育
理
念
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。「
子
ど
も
た
ち
に
一
生
に
わ
た
る
音
楽
生
活
を
」

と
い
う
理
念
の
も
と
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な

楽
器
の
指
導
、
そ
し
て
公
演
の
場
が
与
え
ら
れ
大
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
を
構
成
さ
れ
て
い
た
と
聞
き
ま
す
。
音
楽
を
愛
し
、
音

楽
の
中
で
育
つ
こ
と
が
成
蹊
の

一
貫
教
育
の
一
つ
で
あ
る
な
ら
ば
、

今
回
の
演
奏
会
も
き
っ
と
成
蹊
の

教
育
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

演
奏
会
終
了
後
、
楽
器
を

持
っ
た
生
徒
た
ち
が
ク
イ
ン

テ
ッ
ト
チ
ャ
ッ
ピ
ー
の
メ
ン

バ
ー
を
囲
み
奏
法
な
ど
質
問
し

て
い
る
姿
、
そ
れ
に
対
し
熱
心

に
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
い
て
い
る
姿
は
と
て
も
微
笑
ま
し

く
心
温
ま
る
光
景
で
し
た
し
、
会
場
片
付
け
の
際
に
は
生

徒
た
ち
が
率
先
し
て
お
手
伝
い
く
だ
さ
り
、
生
徒
の
皆
さ

ん
に
も
こ
の
演
奏
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、観
客
の
皆
さ
ん
か
ら
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
と
い
う

感
想
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
、
後
日
チ
ャ
ッ
ピ
ー
か
ら
は
感
謝

の
お
気
持
ち
と
、
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
何
か
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
、
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行
き

届
か
な
い
面
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
主
催
者
一
同

心
を
込
め
て
準
備
さ
せ
て
い
た
だ
き
、本
当
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
に
際
し
て
は
、
ご
出
演
い
た
だ
い
た
ク
イ

ン
テ
ッ
ト
チ
ャ
ッ
ピ
ー
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ま
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
音
楽
に
包
ま
れ
た
秋
の
一
日

P
T
A
教
養
部　

米
木  

眞
由
美

十
月
四
日
秋
の
美
し
い
空
の
も
と
、
大
教
室
に
お
い
て

中
高
P
T
A
教
養
部
主
催
文
化
講
演
会
「
ク
イ
ン
テ
ッ
ト

チ
ャ
ッ
ピ
ー
・
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ク
イ
ン
テ
ッ
ト
チ
ャ
ッ
ピ
ー
は
、「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を

よ
り
多
く
の
方
に
身
近
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
だ

き
、
ま
す
ま
す
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
」
を
目
指
し

プ
ロ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
中
心
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
界
の
最
先

端
で
活
躍
す
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
構
成
さ
れ
た「
チ
ャ
ッ
ピ
ー

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
の
方
た
ち
で
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
い
う
と
つ
い
敷
居
が
高
く
感
じ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
彼
ら
は
ホ
ー
ル
で

の
演
奏
会
の
他
に
、
学
校
や
病
院
、
各
種
団
体
の
依
頼
に

応
え
、
身
近
な
ス
タ
イ
ル
で
一
流
の
音
楽
を
届
け
続
け
て

い
る
音
楽
家
た
ち
で
す
。

正
直
、
主
催
し
た
私
た
ち
も
若
い
彼
ら
の
音
楽
に
ど

れ
だ
け
の
方
た
ち
が
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
か
と
い
う
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
保
護
者
の
方
々
を
は
じ
め
、

中
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
、
成
蹊

小
学
校
の
制
服
の
お
子
さ
ん
と

ご
家
族
、
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

の
開
催
を
知
っ
た
近
隣
の
方
々

と
本
当
に
大
勢
の
方
た
ち
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
大
教
室
は
満

席
に
近
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

二
台
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ

中
学
校
体
育
祭

九
月
十
七
日
に
中
学
校
体
育
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
暑
す
ぎ
る
太
陽
と
熱
気
の
な
か
、

大
玉
転
が
し
、
リ
レ
ー
、
二
人
三
脚
、
障
害
物
競
走
、
騎

馬
戦
な
ど
の
種
目
を
行
い
ま

し
た
。
特
に
女
子
の
騎
馬
戦

は
大
将
戦
に
も
つ
れ
込
み
、

男
子
顔
負
け
の
白
熱
し
た
戦

い
で
し
た
。
午
後
の
応
援
合

戦
は
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま

で
が
各
ク
ラ
ス
縦
の
つ
な
が

り
で
一
丸
と
な
り
、
事
前
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま

し
た
。
応
援
歌
も
振
り
付
け

も
生
徒
が
考
え
、
ど
の
ク
ラ

ス
も
工
夫
さ
れ
て
い
て
年
々

レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。
総
合
順
位
は
一
点
差

で
A
組
が
優
勝
、
準
優
勝
B

組
、
三
位
は
D
組
。
応
援
合

戦
の
順
位
は
優
勝
A
組
、
準

優
勝
は
D
組
と
E
組
で
し
た
。

高
等
学
校
体
育
大
会

高
等
学
校
体
育
大
会
は
、
九
月
九
日
、
十
日
の
二
日
間
、

天
候
に
恵
ま
れ
た
中
で
開
催
し
ま
し
た
。
最
初
に
そ
れ

ぞ
れ
の
競
技
に
分
か
れ
る
前
に
玉
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

一
年
生
か
ら
二
ク
ラ
ス
ご
と
に
三
十
秒
間
行
い
、
縦
割

中学・
高等学校の近況

学園の“いま”をお知らせします。

り
三
学
年
の
玉
数
を
合
計
し
て
順
位
を
確
定
し
、
そ
の

順
位
に
応
じ
て
加
点
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ク
ラ
ス
対

抗
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
卓
球
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
、

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
な
ど
の
種
目
が
行
わ
れ
、
大
き
な
怪
我

も
な
く
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、無
事
終
了
し
ま
し
た
。
な
お
、

優
勝
は
一
年
生
が
F
組
、
二
年
生
が
G
組
、
三
年
生
は

H
組
で
し
た
。

蹊
祭（
中
高
文
化
祭
）

中
高
文
化
祭
は
九
月

二
十
七
日
、
二
十
八
日
の

二
日
間
に
わ
た
っ
て
催
さ

れ
ま
し
た
。
中
高
生
は
夏

休
み
前
か
ら
準
備
を
し
、

ク
ラ
ス
や
団
体
に
よ
っ
て

は
夏
休
み
中
も
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
は
涼
し

い
気
候
の
な
か
、
多
く
の

来
場
者
で
ど
の
会
場
も
大

盛
況
で
し
た
。
今
年
も
校

舎
の
新
築
工
事
の
関
係
で

会
場
に
制
限
が
あ
り
ま
し

た
が
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
を
有
効
に
使
い
、
第
一

体
育
館
で
は
イ
ベ
ン
ト
ス

テ
ー
ジ
上
で
高
校
生
の
ク

ラ
ス
や
運
動
部
の
女
子
が

ダ
ン
ス
を
、
第
二
体
育
館

で
は
ク
ラ
ス
展
や
有
志
展

等
を
発
表
し
ま
し
た
。
中

学
H 

R
棟
で
は
文
化
部
の

展
示
や
学
年
展
を
発
表
し

ま
し
た
が
、
な
か
で
も
生
徒
が
描
い
た
龍
の
絵
（
天
井

画
）
は
多
く
の
来
場
者
か
ら
称
賛
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
大
教
室
で
は
中
高
の
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
、
ス
ト
リ
ン
グ
ス
、
ダ
ン
ス
、
演
劇
部
な
ど
が
日
頃
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
中
学
前
庭
で
は
、
三
年
生
の
学

年
展
と
運
動
部
の
創
作
ダ
ン
ス
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
あ
ふ
れ
た
催
し
を
見
せ
て
文

化
祭
の
最
後
を
飾
っ
て
い
ま
し
た
。
第
一
体
育
館
で
行

わ
れ
た
後
夜
祭
（
高
等
学
校
）
で
は
ク
ラ
ブ
や
有
志
に
よ

る
発
表
が
行
わ
れ
多
く
の
生
徒
が
参
加
し
、
昨
年
、
一

昨
年
と
中
止
に
な
っ
て
い
た
文
化
祭
の
最
後
を
飾
る
打

ち
上
げ
花
火
で
盛
り
上
が
り
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

中
学
校
遠
足

中
学
校
の
遠
足
は
秋
晴
れ
の
好
天
の
も
と
、
十
月

三
十
日
に
予
定
通
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
年
生
は
武

蔵
五
日
市
の
秋
川
橋
河
川
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ラ
ン
ド

で
ク
ラ
ス
の
中
で
班
分
け
を
し
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作

り
ま
し
た
。
各
班
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
カ
レ
ー
作
り

に
挑
戦
し
、
サ
ラ
ダ
や
デ
ザ
ー
ト
も
作
っ
て
い
ま
し
た
。

二
年
生
は
三
年
生
で
の
修
学
旅
行
を
目
標
に
、
鎌
倉
で

日
本
の
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。
班
行
動
を
通
じ
て
、
協

力
と
責
任
を
学
び
、
参
観
の
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
ま
し

た
。
三
年
生
は
奥
多
摩
の
氷
川
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
野
外

料
理
「
鍋
フ
ェ
ア
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。
事
前
に
手
順

計
画
書
を
担
任
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
、
き
の
こ
鍋

や
キ
ム
チ
鍋
な
ど
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

文
化
講
演
会

中
高
P
T
A
教
養
部
で
は
例
年
、
文
化
講
演
会
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
講
演
に
あ
た
っ

て
ご
尽
力
さ
れ
た
米
木
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

●中学男子硬式庭球部
〈団体〉
東京都中学校新人テニス選手権大会 ベスト8
関東中学校新人テニス選手権大会 ベスト4

〈個人〉
東京都中学校新人テニス選手権大会
　シングルス 金澤純 ベスト16
　ダブルス 太田航平・永野道隆 ベスト16

●中学女子硬式庭球部
〈団体〉
東京都中学校新人テニス選手権大会 第3位
関東中学校新人テニス選手権大会 ベスト4

〈個人〉
東京都中学校新人テニス選手権大会
　シングルス 吉岡晃子 ベスト8
　ダブルス 吉岡晃子・田川理沙 ベスト16
  有馬千香子・高橋侑里 ベスト16

●高校陸上競技部
東京都選抜大会 1年生大会　7月12日・13日
〈女子〉
　100m 鈴木伶奈 12秒95（準決勝進出）
　1500m 都甲真利 5分18秒

〈男子〉
　走高跳 鈴木怜 1m70cm
  田中嘉 1m75cm（決勝進出）
　砲丸投 内海健人 5m18cm

東京都新人陸上　9月28日・10月4日・5日
〈男子〉
　100m 岩倉彬 11秒48
　走高跳 田中嘉 1m75cm（決勝進出）
  鈴木怜 1m70cm
　砲丸投 加藤慶 8m93cm
　円盤投 加藤慶 23m86cm

〈女子〉
　100m 7 位 鈴木伶奈 12秒71（決勝進出）
　200m 4 位 鈴木伶奈 25秒51（決勝進出）
　1500m 都甲真利 5分13秒

東京都都高校駅伝大会　11月3日
〈男子〉
　61位／100

〈女子〉
　23位／70

●中学吹奏楽部
第48回東京都中学校吹奏楽コンクール大会
B組　金賞
（東京都中学校吹奏楽連盟主催）
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最
後
に
、
二
日
間
二
千
九

百
名
の
参
観
者
に
対
す
る
受

付
業
務
を
積
極
的
に
引
き
受

け
、
行
き
届
い
た
対
応
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
P
T
A
総
務

部
の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
都
児
童
生
徒
発
明
く
ふ
う
展

今
年
も
文
化
祭
で
展
示
発
表
し
た
「
発
明
く
ふ
う
作

品
」
を
第
五
十
二
回
東
京
都
児
童
生
徒
発
明
く
ふ
う
展
に

出
品
し
、
四
年
連
続
と
な
る
「
学
校
賞
」
を
は
じ
め
と
し

た
多
く
の
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
受
賞
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

〈
特
別
賞
〉毎
日
新
聞
社
賞

 

六
年
女
子

〈
優
秀
賞
〉

 

三
年
男
子
二
名
・
五
年
女
子
二
名
・
六
年
男
子
・
六
年
女
子
二
名

〈
入
選
〉

 

三
年
男
子
・
四
年
男
子
・
五
年
男
子
・
六
年
男
子
・
六
年
女
子

な
お
、「
特
別
賞
」・「
優
秀
賞
」
そ
し
て
「
学
校
賞
」
の

表
彰
式
が
十
二
月
十
日
に
都
議
会
議
事
堂「
都
民
ホ
ー
ル
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
別
賞
作
品
は
「
第
六
十
七
回
全
日

本
学
生
児
童
発
明
く
ふ
う
展
」
に
推
薦
出
展
さ
れ
ま
す
。

安
全
対
策「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
」

P
T
A
安
全
対
策
委
員
会
で
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
、
自

分
の
判
断
で
自
分
を
守
れ
る
よ
う
に
！
」を
目
標
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
に
向
け
て「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ

く
り
」を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
十
一
月
の
入
試
休
み
期
間
後

に
、
各
学
級
に
は
多
く
の
マ
ッ
プ
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
十
一
月
二
十
六
日
の
通
学
方
面
別
集
会

で
発
表
さ
れ
、
地
域
ご
と
の
安
全
対
策
を
考
え
る
資
料

と
な
り
ま
し
た
。
集
会
に
は
、
早
朝
に
も
関
わ
ら
ず

二
百
五
十
名
を
超
え
る
保
護
者
の
参
加
が
あ
り
、
学
校

と
家
庭
の
連
携
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
文
化
祭

「
つ
く
り
出
そ
う  

ぼ
く
ら
の  

あ
つ
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

二
学
期
の
文
化
祭
は
、
成
蹊
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が

日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
重
要
な
公
開
行
事
で
す
。

今
年
も
、
十
月
十
一
日
と
十
二
日
の
二
日
間
で

二
千
九
百
名
の
ご
来
校
を
い
た
だ
き
、
劇
や
展
示
な
ど
子

ど
も
た
ち
の
「
あ
つ
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

標
題
の
文
化
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
高
学
年
の
学
校
桃
の

会
、
代
表
委
員
会
の
子
ど
も
た
ち
が
、
各
学
級
か
ら
持
ち

寄
っ
た
案
を
討
議
し
て
一
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
絞
り
込
ん

だ
も
の
で
す
。
今
年
は
、
三
年
生
の
学
級
か
ら
出
さ
れ
た

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
高
学
年
の
子
ど
も
た
ち

が
下
級
生
の
活
動
に
も
し
っ
か
り
と
心
配
り
を
し
て
選
定

し
て
く
れ
た
結
果
だ
と
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

学
年
展
示
発
表
は
新
本
館
で

昨
年
ま
で
は
小
学
校
食
堂
を
学
年
展
示
会
場
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
新
校
舎
で
展
示
発
表
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
食
堂
・
理
科
館
・
松
林
館
に
分

散
し
て
い
た
展
示
発
表
で
し
た
が
、
今
年
か
ら
新
本
館
と

隣
接
し
た
松
林
館
と
に
集
約
さ
れ
、
参
観
に
便
利
な
会
場

づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

前
号
で
も
紹
介
し
た
新
本
館
の
一
階
に
あ
る
「
け
や

き
ホ
ー
ル
」
は
、
五
年
生
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
一
年
生
と
三
年
生
の
展
示
は
、
教
室
前
に
広
が

る
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
会
場
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
理
科
室
で
は
、
可
動
式
実
験
台
を
効

果
的
に
使
用
し
た
展
示
を
工
夫
す
る
な
ど
、
新
本
館
の
機

能
を
十
分
に
生
か
し
た
展
示
が
で
き
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
展
示
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

●
一
年
展
〈
新
本
館
・
一
年
教
室
前
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
〉

「
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
」

一
年
生
は
新
入
学
の
狭
い
仮
設
校
舎
で
の
生
活
か
ら

い
き
な
り
新
本
館
と
い
う
新
し
い
環
境
の
中
で
の
生
活

が
始
ま
り
ま
し
た
。
展
示
発
表
の
テ
ー
マ
は
、
広
い
意
味

で
「
一
年
生
に
と
っ
て
の
環
境
」
問
題
で
す
。
仮
設
校

舎
、
新
校
舎
も
、
畑
や
ト
ン
ネ
ル
山
、
箱
根
寮
も
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
全
部
新
し
い
環
境
で
し
た
。
先
生

方
や
上
級
生
た
ち
は
「
人

的
環
境
」
、
凝
念
や
こ
み

ち
の
時
間
、
夏
の
学
校
は

「
文
化
的
環
境
」
と
い
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
年

生
た
ち
が
、
「
成
蹊
」
と

い
う
新
環
境
と
ど
う
出
会

い
、
日
々
自
己
を
ふ
く
ら

ま
し
て
い
る
の
か
、
ま
さ

に
そ
の
一
歩
一
歩
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
三
年
展
〈
新
本
館
・
三
年
教
室
前
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
〉

「
わ
れ
ら 

ス
ト
ッ
プ
！ 

温
暖
隊
」

「
近
頃
、
天
気
が
ど
う
も
お
か
し
い
…
」
そ
う
感
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
ん
な
「
お
か
し
い
天

気
」
は
今
、
世
界
中
で
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ

れ
は
「
地
球
温
暖
化
」
と
関
係
し
て
い
る
と
い
い
ま

す
。
で
も
、
「
温
暖
化
」
っ
て
何
で
し
ょ
う
。
地
球
の

気
温
が
上
が
る
と
ど
ん
な

こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
。
三
年
生

は
、
今
回
、
「
温
暖
化
」

を
手
が
か
り
と
し
て
、
地

球
の
た
め
、
環
境
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
を
身
近
な

問
題
か
ら
考
え
て
み
ま
し

た
。
牛
乳
パ
ッ
ク
や
木
の

実
を
利
用
し
た
作
品
づ
く

り
も
行
い
ま
し
た
。

●
五
年
展
〈
新
本
館
・
け
や
き
ホ
ー
ル
〉

「
楽
し
く
遊
ぼ
う
…
つ
な
げ
て
・
ひ
ろ
げ
て
・
く
ら
べ
て
」

九
九
。
算
数
の
九
九
で
す
。
何
で
「
九
九
」
っ
て
言
う

小学校の近況

学園の“いま”をお知らせします。

か
知
っ
て
い
ま
す
か
。
い

つ
ご
ろ
か
ら
と
な
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、

知
っ
て
い
ま
す
か
。
九
九

は
、
今
か
ら
千
年
以
上
前

か
ら
あ
る
の
で
す
。
ま
た
、

日
本
以
外
の
国
で
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
ん
な
こ
と
で

も
、
調
べ
て
み
る
と
面
白

い
。
ま
と
め
て
み
る
と
び
っ
く
り
す
る
。
実
験
す
る
と
す

ば
ら
し
い
。
お
楽
し
み
に
！

●
こ
み
ち
科
展
〈
松
林
館
・
こ
み
ち
実
習
室
〉

こ
み
ち
科
展
で
は
、
五
、
六
年
生
が
こ
み
ち
の
授
業
で

製
作
し
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
五
年
生
は
、
初
め
て

持
っ
た
針
と
糸
を
使
っ
て
マ

ス
コ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。

六
年
生
は
、
さ
ら
に
ミ
シ
ン

や
ア
イ
ロ
ン
を
使
い
こ
な
し
、

エ
コ
バ
ッ
ク
を
作
り
ま
し
た
。

他
に
も
、
学
習
で
取
り
組
ん

だ
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
日

頃
の
学
習
の
成
果
を
ゆ
っ
く

り
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
理
科
展
〈
新
本
館
・
理
科
A 

B
教
室
〉

理
科
展
で
は
毎
年
恒
例

の
「
発
明
く
ふ
う
作
品

展
」
を
行
い
ま
す
。
今
年

は
新
し
く
な
っ
た
理
科
室

で
四
年
生
、
六
年
生
の
全

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
A

教
室
に
六
年
生
、
B
教

室
に
四
年
生
で
す
。
（
三

年
生
、
五
年
生
の
作
品
は

学
年
展
の
中
で
展
示
し
ま

す
）
一
学
期
に
作
品
を
考
え
、
夏
休
み
に
じ
っ
く
り
と

製
作
し
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
あ

り
、
役
に
立
つ
便
利
な
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
努
力
の
成
果
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
美
術
展
〈
松
林
館
・
低
高
ア
ト
リ
エ
、
一
・
三
学
年
展
〉

一
年
生
↓
静
物
画
、
二

年
生
↓
友
だ
ち
の
絵
、
三
年

生
↓
自
画
像
、
四
年
生
↓
ア

ル
ミ
浮
出
彫
刻
、
五
年
生
↓

ダ
ン
ボ
ー
ル
照
明
、
六
年
生

↓
寄
木
細
工
、
美
術
部
↓
陶

芸
（
皿
）
と
、
も
り
だ
く
さ

ん
の
絵
や
彫
刻
、
工
芸
作
品

が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
ご

ゆ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
家
庭
科
部
展
〈
松
林
館
・
こ
み
ち
実
習
室
〉

家
庭
科
部
の
メ
ン
バ
ー
は
六
人
で
す
。
さ
さ
や
か
で
は

あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
に
作
っ
て
き
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
の
で
ど
う
か
ご
覧
く
だ
さ
い
。
作
品
を
見
て
来
年
の
四

年
生
が
た
く
さ
ん
家
庭
科
部
を
希
望
し
て
く
れ
る
こ
と
を

祈
り
ま
す
。

学
年
舞
台
発
表
は
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
で

今
年
か
ら
全
学
年
が
四
学
級
編
成
と
な
り
、
舞
台
発

表
を
担
当
す
る
偶
数
学
年
は
、
十
二
学
級
が
そ
れ
ぞ
れ

に
学
級
劇
を
発
表
し
ま
し
た
。
二
日
間
に
わ
た
っ
て
学

年
ご
と
に
舞
台
発
表
を
行
い
ま
し
た
が
、
ど
の
学
年
学

級
も
、
少
人
数
学
級
の
良
さ
を
生
か
し
た
「
子
ど
も
た

ち
の
顔
が
見
え
る
」
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
と
太
鼓
部
も
日
頃
の
ク
ラ
ブ
学
習
で
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

右
下
に
文
化
祭
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
演
目

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
紙
面
の
関
係
で
原
作
者
な
ど
に

つ
い
て
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
二
年
生
舞
台
発
表
の
会

東
組
「
お
れ
た
ち
は
野
菜
だ
！
」

西
組
「
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
」

南
組
「
だ
ん
す
ダ
ン
ス
D
A
N
C
E
  F
I
N
A
L
！
」

北
組
「
ど
ろ
ぼ
う
が
っ
こ
う
」

●
四
年
生
舞
台
発
表
の
会

東
組
「
ど
ん
ぐ
り
と
や
ま
ね
こ
」

西
組
「
注
文
の
多
い
料
理
店
」

南
組
「
王
様
の
命
令
」

北
組
「
ヒ
ュ
ー
ド
ロ
ン
お
化
け
学
校
」

●
六
年
生
舞
台
発
表
の
会

東
組
「
金
の
お
の　

銀
の
お
の
」

西
組
「
六
西
オ
ン
リ
ー
ピ
ッ
ク
2
0
0
8
」

南
組
「
歴
史
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
〜
六
年
南
組

 

過
去
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」

北
組
「
嵐
の
夜
に
」

●
ク
ラ
ブ
学
習
発
表

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

　
「
キ
セ
キ
、虹
、崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
、O
N
E
  L
O
V
E
」
他

太
鼓
部

　
「
ぶ
ち
合
わ
せ
太
鼓
、
秩
父
屋
台
囃
子
、
初
午
太
鼓
」

二年生

四年生

六年生

ブラスバンド部

太鼓部
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成
蹊
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事

業
募
金
局
で
は
、
二
〇
〇
二
年
十
月
の

ス
タ
ー
ト
以
来
、
同
窓
生
・
在
校
生
ご

父
母
・
教
職
員
お
よ
び
学
園
関
係
者
か

ら
な
る
発
起
人
・
募
金
委
員
・
募
金
推

進
委
員
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
募

金
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
各
委
員
の
皆
さ
ま
に

ご
参
集
い
た
だ
き
「
成
蹊
学
園
創
立

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
募
金
推
進
の
集

い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
集
い
は
、

日
頃
の
委
員
の
方
々
の
ご
尽
力
に
対
し

て
御
礼
を
申
し
上
げ
、
募
金
活
動
の
状

況
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
活
発
な
意
見
交
換
や
交
流
を
通

〝
成
蹊
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

 

募
金
推
進
の
集
い
〞を
開
催
し
ま
し
た

十
二
月
二
十
日（
土
） 

於 

大
学
八
号
館
お
よ
び
大
学
十
号
館
十
二
階
ホ
ー
ル

じ
て
今
後
の
推
進
活
動
に
つ
い
て
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、

恒
例
に
よ
り
開
催
し
た
も
の
で
、
当
日

は
八
十
二
名
の
方
々
に
ご
出
席
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
日
本
国
政
府
代
表
の

有
馬
龍
夫
氏
よ
り
「
ア
メ
リ
カ
大
統
領

選
挙
等
の
追
憶
」
と
題
し
た
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
講
演
は
、
委

員
の
ほ
か
一
般
に
も
公
開
さ
れ
、
ア
メ

リ
カ
大
統
領
選
挙
と
い
う
タ
イ
ム
リ
ー

な
話
題
を
中
心
に
、
歴
代
ア
メ
リ
カ

大
統
領
の
人
柄
を
表
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

大
統
領
の
資
質
と
し
て
重
視
さ
れ
る
こ

と
、
新
し
く
大
統
領
に
選
ば
れ
た
オ
バ

マ
氏
が
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
時

代
に
果
た
し
て
い
た
役
割
の
意
味
等
々
、

有
馬
氏
な
ら
で
は
の
国
際
舞
台
で
の
豊

富
な
ご
経
験
に
基
づ
い
た
貴
重
な
お
話

を
伺
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

講
演
の
後
、
募
金
委
員
会
会
長
の
岸

曉
理
事
長
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援

に
対
す
る
御
礼
と
、
七
年
目
を
迎
え
た

募
金
活
動
に
つ
い
て
、
目
標
達
成
に
向

け
て
今
後
も
活
動
を
一
層
推
進
し
て
い

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
機
会
を
通

じ
て
学
園
と
同
窓
生
、
保
護
者
な
ど
学

園
を
支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
と
の
新
し

い
関
係
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
の
ご

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
社

団
法
人
成
蹊
会
会
長
の
相
川
一
成
様
よ

り
、
成
蹊
会
の
募
金
活
動
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
心
強
い
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
交
流
会
で
は
、
会
に

先
立
ち
募
金
実
行
委
員
会
委
員
長
の
橋

本
竹
夫
専
務
理
事
よ
り
、
創
立
一
〇
〇

周
年
記
念
事
業
お
よ
び
募
金
事
業
の
進

捗
状
況
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
続
い
て

募
金
委
員
会
副
委
員
長
の
栗
田
恵
輔
成

蹊
大
学
長
、
谷
正
紀
中
学
・
高
等
学
校

長
、
金
納
善
明
小
学
校
長
よ
り
、
皆
さ

ま
の
日
頃
の
ご
尽
力
に
対
す
る
御
礼
と

各
学
校
に
お
け
る
一
〇
〇
周
年
記
念
事

業
の
現
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ま
は
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
歓
談
を
楽
し
ま
れ
、
相
互

に
交
流
を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
最

後
は
校
歌
を
斉
唱
し
、
盛
況
の
う
ち
に

閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

成
蹊
学
園
で
は
、
皆
さ
ま
よ
り
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重
な
ご
意
見

を
活
か
し
な
が
ら
、
目
標
達
成
を
目
指

し
て
募
金
活
動
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ま

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

成
蹊
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

成
蹊
小
学
校
新
校
舎（
本
館
）

見
学
会
の
お
知
ら
せ

二
〇
〇
八
年
七
月
に
新
校
舎
（
本
館
）
が
竣
工

し
、
当
初
の
計
画
通
り
二
学
期
の
九
月
か
ら
使
用

開
始
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
建
物
は
、
成
蹊
学
園

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
建
築

し
た
も
の
で
、
児
童
を
は
じ
め
と
し
て
関
係
者
一
同

新
校
舎
の
完
成
を
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
皆

さ
ま
の
ご
協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

完
成
し
た
地
上
三
階
・
延
べ
床
面
積
五
二
〇
〇
㎡
の
校
舎
は
、
小
学
校

教
職
員
も
基
本
構
想
作
成
の
段
階
か
ら
加
わ
る
こ
と
で
、「
あ
か
る
い
・

あ
ん
し
ん
・
や
さ
し
い
」
を
設
計
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
希
望
通
り
の
使
い

や
す
さ
や
安
全
性
を
考
え
た
建
物
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
オ
ト
ー
プ

を
設
置
す
る
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
の
場
が
増
え
て
、
建
築
前
の
様

子
と
は
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
在
校
生
・
卒
業
生
・
保
護
者
の
方
々
と
教
職
員
の
皆
さ

ま
を
対
象
に
、
左
記
の
要
領
で
小
学
校
新
校
舎
の
見
学
会
を
開
催
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
新
し
い
成
蹊
小
学
校
を
ご
覧
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

学園からのお知らせ

学
園TOPICS

成蹊から
お伝えしたいこと

成蹊小学校 本館

二
〇
〇
八
年
度
は
大
学
新
卒
者
の
有
効
求
人
倍
率
が
昨

年
度
と
同
じ
二・一
四
倍
を
維
持
し
、
企
業
の
採
用
意
欲
も

上
半
期
ま
で
は
積
極
的
な
状
況
で
し
た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ

の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
経
済
情
勢
の

不
透
明
感
か
ら
採
用
状
況
に
も
少
し
ず
つ
影
響
が
出
て
お

り
、
企
業
側
も
採
用
に
慎
重
な
姿
勢
を
み
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
採
用
状
況
の
な
か
で
も
本
学
は
堅
実
な
結

果
を
出
し
て
お
り
、
就
職
希
望
者
千
六
百
四
十
八
名
（
内

工
学
研
究
科
六
十
三
名
）
の
十
一
月
一
日
現
在
の
内
定
率
は
、

昨
年
を
若
干
上
回
る
八
三・九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
定
状
況
を
見
て
み
ま
す
と
、
文
系
で
は
今
年
度
も
金

融
業
界
へ
の
内
定
者
の
割
合
が
、
男
女
と
も
高
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、男
子
で
は
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
、国
分
、

凸
版
印
刷
、
電
通
、
毎
日
新
聞
社
な
ど
、
業
界
を
代
表
す

る
企
業
に
も
内
定
し
て
い
ま
す
。女
子
で
は
、大
手
メ
ー
カ
ー

へ
の
総
合
職
の
内
定
も
目
立
ち
、
本
田
技
研
工
業
、
日
産

自
動
車
、
シ
ャ
ー
プ
、
住
友
ス
リ
ー
エ
ム
、
東
芝
な
ど
に
内

定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
理
工
学
部
・
工
学
研
究
科
の
学
生
も
、
キ
ヤ
ノ
ン
、

東
芝
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
日
立
製
作
所
、
本
田
技
研
工
業
、

三
菱
重
工
業
、
三
菱
電
機
な
ど
の
大
手
メ
ー
カ
ー
を
は
じ

め
、
数
多
く
の
優
良
企
業
に
内
定
し
て
お
り
、
堅
実
に
実

績
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

主
な
内
定
先
企
業
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

（
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
）

おもな内定企業一覧（2008年 11月1日現在）

二
〇
〇
八
年
度
の

就
職
状
況
に
つ
い
て

企業名 企業計
（内女子）

内訳

文系学部
（内女子）

理工学部
（大学院含む）
（内女子）

みずほ銀行 47 （36） 47 （36）
みずほ信託銀行 24 （22） 23 （21） 1 （1）
東京海上日動火災保険 21 （21） 21 （21）
三井住友海上火災保険 20 （14） 19 （14） 1
三菱東京ＵＦＪ銀行 19 （14） 18 （13） 1 （1）
三井住友銀行 17 （12） 17 （12）
ダイワボウ情報システム 13 （10） 13 （10）
日本興亜損害保険 13 （9） 13 （9）
損害保険ジャパン 12 （8） 12 （8）
三菱電機ビルテクノサービス 12 （4） 8 （4） 4
三菱ＵＦＪ信託銀行 12 （9） 12 （9）
八千代銀行 11 （6） 11 （6）
あいおい損害保険 9 （7） 9 （7）
住友信託銀行 9 （9） 9 （9）
中央三井信託銀行 9 （8） 9 （8）
日本生命保険 9 （9） 9 （9）
本田技研工業 9 （1） 1 （1） 8
アメリカンファミリー 7 （5） 7 （5）
キヤノンマーケティングジャパン 7 （3） 3 （2） 4 （1）
千葉銀行 7 （5） 7 （5）
帝国データバンク 7 （4） 7 （4）
オリックス 6 （6） 6 （6）
ＪＲ東日本 6 （1） 3 （1） 3
東京都民銀行 6 （2） 6 （2）
凸版印刷 6 4 2
三菱商事マシナリ 6 （6） 6 （6）
オリンパス 5 （1） 2 3 （1）
ＪＡ三井リース 5 （3） 5 （3）
第一生命情報システム 5 （3） 1 4 （3）
東京海上日動システムズ 5 （2） 2 （1） 3 （1）
東芝 5 （1） 1 （1） 4
みずほ情報総研 5 （2） 3 （2） 2
三菱電機 5 5
旭化成ホームズ 4 （1） 4 （1）
エトワール海渡 4 （4） 4 （4）
ＫＤＤＩ 4 （2） 1 3 （2）
キヤノン 4 （1） 4 （1）
ジェーシービー 4 （2） 4 （2）
スズキ 4 1 3
住商機電貿易 4 （2） 4 （2）
住商情報システム 4 （2） 3 （2） 1
住商鉄鋼販売 4 （2） 4 （2）
長瀬産業 4 （4） 4 （4）
三井生命保険 4 （4） 4 （4）
三井不動産販売 4 （3） 4 （3）

企業名 企業計
（内女子）

内訳

文系学部
（内女子）

理工学部
（大学院含む）
（内女子）

守谷商会 4 （2） 4 （2）
明治安田生命保険 4 （4） 4 （4）
横河電機 4 （1） 4 （1）
リコー 4 （1） 2 （1） 2
伊勢丹 3 （1） 3 （1）
ＮＥＣ 3 3
ＮＥＣソフト 3 （1） 3 （1）
商工組合中央金庫 3 （1） 3 （1）
全日本空輸 3 （3） 3 （3）
大同生命保険 3 （2） 3 （2）
大日本印刷 3 2 1
日産自動車 3 （2） 2 （2） 1
日本通運 3 3
日本通運［航空事業部］ 3 （2） 3 （2）
日立製作所 3 3
みずほフィナンシャルグループ 3 （3） 3 （3）
三井住友海上システムズ 3 （2） 3 （2）
三井住友ファイナンス＆リース 3 （2） 3 （2）
三井不動産レジデンシャル 3 （2） 3 （2）
三菱総研ＤＣＳ 3 （2） 2 （1） 1 （1）
鹿島建設 2 （2） 2 （2）
コーセー 2 （1） 2 （1）
ＪＴＢ首都圏 2 （2） 2 （2）
清水建設 2 2
城南信用金庫 2 （1） 2 （1）
積水ハウス 2 （2） 1 （1） 1 （1）
第一生命保険 2 （2） 2 （2）
大和証券 2 （2） 2 （2）
東京海上日動あんしん生命保険 2 （2） 2 （2）
東京電力 2 （1） 2 （1）
ＴＯＴＯ 2 （2） 2 （2）
トーハン 2 （1） 2 （1）
ニコン 2 2
日本紙パルプ商事 2 2
日本通運［海運事業部］ 2 （1） 2 （1）
日本マスタートラスト信託銀行 2 （2） 2 （2）
野村證券 2 （2） 2 （2）
八十二銀行 2 （1） 2 （1）
富士重工業 2 2
三菱マテリアル 2 1 1
明治製菓 2 2
横浜銀行 2 （1） 2 （1）
横浜市役所 2 2
アステラス製薬 1 （1） 1 （1）
出光興産 1 1

企業名 企業計
（内女子）

内訳

文系学部
（内女子）

理工学部
（大学院含む）
（内女子）

ＮＨＫ（日本放送協会） 1 （1） 1 （1）
ＮＴＴ東日本 1 1
沖電気工業 1 （1） 1 （1）
カシオ計算機 1 1
神奈川県庁 1 1
キリンビール 1 1
警視庁 1 （1） 1 （1）
公立大学法人首都大学東京 1 1
国分 1 1
国家公務員 1 1
コニカミノルタホールディングス 1 （1） 1 （1）
埼玉県警察本部 1 1
ＪＲ東海 1 （1） 1 （1）
シャープ 1 （1） 1 （1）
首都高速道路 1 1
主婦の友社 1 （1） 1 （1）
新日本製鐵 1 （1） 1 （1）
住友スリーエム 1 （1） 1 （1）
ソニー 1 1
大成建設 1 1
髙島屋 1 1
ＴＤＫ 1 （1） 1 （1）
電通 1 1
東京ガス 1 （1） 1 （1）
東京急行電鉄 1 1
東京消防庁 1 1
東京地下鉄 1 1
東京都教育委員会 1 （1） 1 （1）
東京特別区 1 （1） 1 （1）
東京都庁 1 1
トヨタ自動車 1 1
日本規格協会 1 （1） 1 （1）
日本銀行 1 （1） 1 （1）
日本政策金融公庫［国際協力銀行］ 1 （1） 1 （1）
日本中央競馬会 1 （1） 1 （1）
日本トラスティ・サービス信託銀行 1 1
農林中央金庫 1 （1） 1 （1）
博報堂 1 1
富士通 1 1
ブリヂストン 1 （1） 1 （1）
毎日新聞社 1 1
丸紅 1 （1） 1 （1）
三菱地所設計 1 （1） 1 （1）
三菱重工業 1 1

 開催日時 2月28日（土）14：00～16：00
 ※事前申し込みは必要ございません。

     受付場所 中央館正面入口

  お問い合わせ先  小学校事務室

T E L：0422（37）3839
E-Mail：shougaku@jim.seikei.ac.jp

成蹊小学校新校舎（本館）見学会のお知らせ
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